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３
年
度
決
算

歳　出 
49 億 6,704 万円

歳　入
51 億 2,133 万円

（
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
、

�

原
案
ど
お
り
全
員
賛
成
で
認
定
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

審
査
の
結
果
　
審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
、
同
事
項

別
明
細
書
等
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と

符
号
し
て
お
り
、
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

基
金
の
運
用
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

予
算
執
行
に
つ
い
て
　
老
朽
化
に
よ
る
補
強
や
修
繕

が
必
要
な
村
道
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
破

損
の
状
況
の
み
な
ら
ず
利
用
の
実
情
を
合
わ
せ
て

調
査
し
、
関
係
住
民
と
の
話
し
合
い
の
中
で
存
続

を
含
め
て
方
向
性
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
体
　
前
年
度
は
、
人
流
の
制
限
に
よ
り
観
光
産

業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
村
と
し
て
も
相
当
の

支
援
を
行
い
、
国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
経
済
を

支
え
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
罹
患
に
よ
る
就
労

制
限
な
ど
も
影
響
し
、
人
手
不
足
も
重
な
っ
て
多

く
の
産
業
が
低
迷
し
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り

で
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、
村
の
産
業

及
び
経
済
救
済
の
為
に
今
年
度
も
独
自
の
救
済
支

援
策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
対
応
を
取
っ
て
き
ま
し

た
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
貴
重
な

財
源
を
支
出
し
た
か
ら
に
は
そ
の
使
途
や
交
付
基

準
が
適
当
で
あ
っ
た
か
、違
反
行
為
は
な
か
っ
た
か
、

支
援
の
効
果
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
な
ど
多
面
的

な
検
証
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

３
年
度
決
算
監
査
報
告
抜
粋

�

代
表
監
査
委
員
　
松
澤
　
米
雄

議会費
4,967万円

総務費
11億4,968万円

商工費
4億8,114万円

土木費
8億6,014万円

公債費
6億1,558万円

教育費
3億6,575万円

農林水産業費
5億3,933万円

衛生費
3億959万円

災害復旧費
1,421万円

消防費
1億1,500万円

村税
4億5,769万円

地方譲与税・交付金
2億2,155万円

村債
4億1,939万円

その他
1億5,022万円

使用料・手数料
5,049万円

国庫支出金
4億9,611万円

県支出金
1億9,594万円

寄付金
3億3,431万円

地方交付税
22億3,053万円

繰入金
3億8,742万円

繰越金
1億7,768万円

民生費
4億6,695万円
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３
年
度
決
算

３年度決算の概要

会計区分 歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出差引残高

一　般　会　計 51億2,132万8,275円 49億6,703万7,608円 １億5,429万  667円

国民健康保険特別会計 ３億2,704万6,963円 ３億2,606万6,106円 98万  857円

国民健康保険診療施設特別会計 8,816万9,351円 8,807万8,247円 9万1,104円

後期高齢者医療特別会計 3,718万6,801円 3,684万8,858円 33万7,943円

簡易水道事業会計 ２億6,756万3,884円 ２億6,954万7,841円 △　198万3,957円

下水道事業会計 ４億　249万5,319円 ３億3,509万7,041円 6,739万8,278円

一般会計基金　総額は　　56億1,867万円
◦財政調整基金� 21億5,135万円
◦公共施設整備基金� ４億6,677万円
◦ふるさと応援寄附基金� 23億7,631万円

◦スポーツ振興基金� １億1,781万円
◦福祉基金� １億5,240万円
� （年度末残高額が１億円以上の基金）

　前年比約2,463万円の減額。ふるさと応援寄附基金等の減額による。

３年度の主な事業は
◦通信系光伝送装置更改工事� 4,950万円
◦空き家等利活用対策事業� 1,389万円
◦住民税等非課税世帯臨時特別給付金� 3,140万円
◦長野県後期高齢者医療広域連合負担金� 3,880万円
◦障害者自立支援事業費� 6,537万円
◦清掃一般経費� １億3,229万円
◦地場産業振興事業� 1,535万円
◦集落支援事業� 1,623万円
◦複合拠点施設運営委託� 3,000万円
◦石坂探検村トイレ新築工事� 2,342万円
◦林道大池線改良工事� 1,232万円
◦観光連盟補助金�� 5,056万円
◦道路補修事業� 4,065万円
◦道路除雪事業費� ４億1,131万円
◦千国若栗線改良工事（繰越分）� ４億8,060万円
◦川内橋梁修繕工事� 4,508万円
◦地域高校対策事業� 3,558万円
◦緊急観光対策事業� 8,967万円
◦橋梁定期点検業務� 2,528万円

◦庁舎屋上防水改修工事� 1,495万円
◦ふるさと応援寄附基金事業� ３億3,212万円
� （うち基金積立金　１億8,125万円）
◦村内山岳観光地域Wi-Fi整備工事（繰越分）�6,816万円
◦沓掛古民家改修工事（繰越分）� １億2,682万円
◦広域介護保険事業負担金� 6,457万円
◦社会福祉協議会補助金� 2,450万円
◦児童措置一般経費� 7,042万円
◦中山間地域直接支払事業� 4,707万円
◦移住促進事業� 1,384万円
◦複合拠点施設整備事業（繰越分）� 8,718万円
◦複合拠点施設外構工事� 3,399万円
◦林道姫川妙高線改良工事� 2,244万円
◦公共交通対策事業� 9,299万円
◦緊急観光対策事業（繰越分）� 7,804万円
◦生活関連緊急整備事業� 3,641万円
◦栂池若栗線改良工事� 1,968万円
◦高橋橋梁修繕工事� 2,255万円
◦北アルプス広域消防負担金� 7,297万円

一般会計から特別会計への繰出し金　総額　２億773万円
◦国保会計軽減保険料繰出金� 1,766万円
◦国保特定検診繰出金� 232万円
◦後期高齢者医療特別会計繰出金� 57万円
◦農業集落排水事業繰出金� 6,289万円
◦国保会計助産費繰出金� 56万円

◦後期高齢者医療特別会計保険基盤安定繰出金
� 1,078万円
◦簡易水道事業特別会計繰出金� 2,764万円
◦公共下水道事業会計繰出金
� 8,211万円、（繰越分）320万円
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9
月
定
例
会

◇ 村長提出議案
件　　　名 内　　　容 審 議 結 果

小谷村消防団条例の一部を改正する条例について 消防団員の定数を改正（280人→240人） 可　　決
（全員賛成）

小谷村手数料徴収条例の一部を改正する条例について 役場窓口以外での住民票及び印鑑証明
書の発行交付のため、手数料を改正

可　　決
（全員賛成）

小谷村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する
条例について

役場窓口以外での印鑑証明書の発行交付
のため、印鑑登録証の規定について改正

可　　決
（全員賛成）

小谷村複合拠点施設の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について 使用料等の改正 可　　決

（全員賛成）

令和４年度小谷村一般会計補正予算（第４号） 9,100万円追加
総額45億8,900万円

可　　決
反対：

深澤・曽根原

令和４年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 1,270万円追加
総額3億6,000万円

可　　決
（全員賛成）

令和４年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計補正予算
（第２号）

70万円追加
総額9,370万円

可　　決
（全員賛成）

令和４年度小谷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 160万円追加
総額3,960万円

可　　決
（全員賛成）

令和３年度小谷村一般会計歳入歳出決算の認定について ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定
（全員賛成）

令和３年度小谷村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定

（全員賛成）

令和３年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計歳入歳出
決算の認定について ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定

（全員賛成）

令和３年度小谷村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定

（全員賛成）

令和３年度小谷村簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定に
ついて ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定

（全員賛成）

令和３年度小谷村下水道事業会計歳入歳出決算の認定につ
いて ※詳細2、3頁　決算特別委員会で審議 認　　定

（全員賛成）

小谷村沓掛古民家施設の指定管理者の指定について ｓｉｏ株式会社
代表取締役　鳥羽周作

可　　決
（全員賛成）

人権擁護委員の候補者の推薦について 高橋　琢也氏（月岡） 同　　意
（全員賛成）

　

補正予算・報告事案等を審議

◇ 専決処分等報告

９月定例会 （会期: ９月６日～ 16日）

件　　　名 内　　　容 審 議 結 果

損害賠償の和解並びに額を定めること
についての専決処分報告

除雪作業中の接触　　　　64,840円
排雪作業による破損　　　97,427円 （報告のみ）

出資法人の経営状況報告
（（株）おたりアセット） 当期純損失　　　　　　�443,370円 （報告のみ）
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9
月
定
例
会

※賛成・反対は審査結果に対して

◇追加議案

◇ 請願・陳情

件　　　名 内　　容 審議結果

財産の処分について 処分価格　7,251,200円
相手方　　小谷村　個人

可　　決
（全員賛成）

付託委員会 件　　　名 提　出　者 審 議 結 果

総務委員会 障害者グループホームの早期設置についての陳情書 えがおはなさく
　小谷支部長　横澤　かつ子

採　　択
反対：

深澤・宮澤

総務委員会 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める陳�情書
小谷村公立学校教職員組合
　　代表者名　　小林　達月

採　　択
（全員賛成）

総務委員会 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」を求める陳情書
小谷村公立学校教職員組合
　　代表者名　　小林　達月

採　　択
（全員賛成）

経済委員会
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近
隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳�
情書

小谷村公立学校教職員組合
　　代表者名　　小林　達月

採　　択
（全員賛成）

総務委員会 沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見
書の提出を求める陳情

辺野古を止める！全国基地引き取り
緊急連絡会
　　代表者名　　福本　圭介

不�採�択
（全員賛成）

◇ 議員発議
件　　　名 審 議 結 果

決算特別委員会の設置について 可　　決
（全員賛成）

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書（案）について 可　　決
（全員賛成）

さらなる少数人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書（案）について 可　　決
（全員賛成）

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書（案）
について

可　　決
（全員賛成）
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委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
報
告

　

令
和
３
年
度
活
動
・
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度
活
動
・
予
算

計
画
に
つ
い
て
の
審
議
と
「
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
と
今
後
の
地
域

林
業
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

議
会
活
動

経
済
委
員
会

教
育
委
員
と
の
懇
談
会

　
令
和
４
年
６
月
28
日

　

令
和
４
年
度
の
教
育
行
政
全

般
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
並
び

に
教
育
委
員
会
事
務
局
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
道
１
４
８
号
整
備
促
進

　

期
成
同
盟
会
総
会
の
開
催

　
令
和
４
年
８
月
３
日

　

�

Ｊ
Ａ
大
北
会
館
ア
プ
ロ
ー
ド

　

令
和
３
年
度
事
業
・
決
算
報

告
、
令
和
４
年
度
事
業
・
予
算

計
画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化

推
進
議
員
連
盟
・
長
野
県
連
絡

会
議

第
27
回
総
会
・
研
修
会

　
令
和
４
年
９
月
１
日

�

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

大
糸
線
振
興
会
議

　
令
和
４
年
６
月
29
日

　

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

大
糸
線
の
利
用
向
上
を
検
討

す
る
た
め
、
村
独
自
で
「
小
谷

村
大
糸
線
振
興
会
議
」
を
設
立

し
、
第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
糸
線
に
関
す
る
小
谷
村
長
・

小
谷
村
議
会
議
長
の
知
事
要
望

　
令
和
４
年
７
月
１
日

�

長
野
県
庁�

３
階�

応
接
室

　

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
、
南
小
谷
～
糸

魚
川
間
に
つ
い
て
路
線
の
存
続

に
向
け
た
支
援
な
ど
を
求
め
る

要
望
書
を
阿
部
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。
要
望
で
は
新
潟
県
と

総
務
委
員
会

連
携
し
鉄
道
を
利
用
し
た
広
域

観
光
推
進
、
村
独
自
の
利
用
促

進
事
業
に
対
す
る
協
力
や
財
政

的
支
援
、
鉄
路
存
続
に
向
け
国

な
ど
へ
の
要
望
活
動
へ
の
支
援

に
つ
い
て
県
に
求
め
ま
し
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修

　
令
和
４
年
７
月
14
日

�

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル

　

相
次
ぐ
自
然
災
害
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
な
ど
、
町
村
に
と
っ
て
重
大

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
町

村
議
会
議
員
と
し
て
必
要
な
倫

理
及
び
情
報
に
つ
い
て
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
町
村
自
治
体
の

防
災
・
減
災
対
策
と
災
害
時
の

議
会
議
員
の
役
割
」「
議
会
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。

フ
ス
ブ
リ
山
現
地
視
察

　
令
和
４
年
７
月
15
日

　

フ
ス
ブ
リ
山
に
て
実
施
さ
れ

て
い
る
地
熱
資
源
調
査
現
場
の

視
察
を
行
い
、
現
状
並
び
に
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
中
部
電
力
㈱
の
方
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

大
糸
線
住
民
懇
談
会

　
令
和
４
年
７
月
26
日
・
27
日

　

長
野
県
が
主
催
し
た
懇
談
会

が
村
内
３
会
場
で
実
施
さ
れ
、

大
糸
線
の
利
用
促
進
な
ど
に
つ

い
て
小
谷
村
住
民
の
声
を
伺
い

ま
し
た
。

教育委員との懇談会

阿部知事に要望書を提出する中村村長と吉澤議長

大糸線住民懇談会
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令和４年８月13日
� おたり開発センター多目的ホール
　コロナ禍で延期となっていた過去２
年分を含めた「小谷村成人式」・「小谷
村二十歳の集い」が感染防止対策のう
え、８月13日（土）に開催され、記念
式典などを執り行いました。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
共
催　

大
糸
線
意

見
交
換
会

　
令
和
４
年
８
月
29
日
30
日

　
お
た
り
開
発
セ
ン
タ
ー

�

多
目
的
ホ
ー
ル

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
方
を
お
招
き

し
、
大
糸
線
の
現
状
や
利
用
促

進
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
提
案

や
意
見
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
馬
山
麓
事
務
組
合
議
会

８
月
定
例
会

　
令
和
４
年
８
月
29
日

　

前
年
度
の
決
算
に
関
わ
る
白

馬
山
麓
事
務
組
合
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
監
査
員
の
意
見
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

・�

し
尿
処
理
施
設
の
稼
働
が
27

年
が
経
過
し
下
水
投
入
施
設

の
建
設
準
備
を
加
速
さ
せ
、

施
設
の
後
利
用
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
。

・�

し
ろ
う
ま
學
舎
の
運
営
で
は
、

新
た
に
設
置
し
た
特
進
ク
ラ

ス
の
進
学
対
策
を
強
化
し
、

大
学
進
学
で
き
る
白
馬
高
校

と
し
て
周
知
す
る
こ
と
。

・�

令
和
６
年
度
ま
で
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
が
交
付
さ
れ

る
間
に
今
後
の
白
馬
高
校
支

援
事
業
全
体
を
見
直
す
よ
う

努
め
る
こ
と
。

・�

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

地
域
校
で
あ
る
白
馬
高
校
の

魅
力
を
発
信
し
、
地
元
中
学

生
か
ら
選
ば
れ
る
施
策
を
講

ず
る
こ
と
。

小谷村成人式・�
� 二十歳の集い

20 歳の集い（令和４年度対象者）

成人式（令和３年度対象者）成人式（令和２年度対象者）

しろうま學舎特進クラス授業風景
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村
政
を
問
う

〈 問１ 〉「複合拠点施設についての質問から」
村のホームページに入札結果一覧が掲載されているが、入札参加業者・落札率なども含めて、
更に詳しい内容の掲載をしてほしい。

〈再回答〉 村のホームページで小谷村建設工事結果として、予定価格が 250 万円以上の公共工事等につ
いて「入札日」「工事・業務名」「工事・業務箇所」「落札価格（税抜）」「落札者」「契約方法」
を公表していたが、新たに「応札業者数」を加えた。

　一般質問は、定例議会において質問通告書を提出し、１時間の制限で執行機関に疑問
点や所信を問います。CATVで公開されていますが、議会傍聴に来ませんか。

令和４年９月定例議会一般質問

〈質問事項〉（質問順）

　１、深澤　英喜　　議員� ①　小谷村の人口と、村税収入について� （９ページ）

� ②　村内の大規模工事について

　２、清水　秀雄　　議員� ①　小谷村景観づくりについて� （10ページ）

� ②　東山一帯の観光について

　３、相澤　　稔　　議員� ①　令和３年度一般会計決算について� （11ページ）

� ②　村内での小水力発電計画について

　４、横澤　　匠　　議員� ①　高校生通学定期券購入補助について� （12ページ）

� ②　奨学金制度の利用方法の見直しについて

　５、曽根原恵子　　議員� ①　子どもの学び支援教育予算拡充を� （13ページ）

� ②　複合拠点施設の今後の展望は

� ③　「オンライン資格認定システム導入」に村の姿勢は

　６、柴田　友造　　議員� ①　森林環境譲与税による森づくりと森林資源の活用について�（14ページ）

� ②　道路の景観及び通行の安全確保に対する支援について

　７、吉岡　久人　　議員� ①　今後の村の農林業は� （15ページ）

【質問に「検討する」とした回答は、１年間検討後に村長より再回答されます。】

＊一般質問のページは、質問議員が各自で作成しています。

村政を問う

「検討する」の回答はどうなったか！
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（
推
計
）

�

４
億
３
、１
０
０
万
円

令
和
３
年
度
決
算
額
は

�

４
億
５
、７
６
９
万
円

10
年
後
の
税
収
入
は

（
推
計
）

�

約
２
、６
７
０
万
円
減

減
少
し
て
い
る
村
税
収

入
の
村
へ
の
影
響
は
。

村
長　

地
方
交
付
税
や

地
方
税
収
入
の
減
少
が

想
定
さ
れ
る
。
住
民
の
将
来
の

負
担
を
考
慮
し
、
地
方
債
の
発

行
・
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

頼
ら
な
い
運
営
に
か
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
経
常
経
費
及
び
臨

時
経
費
の
削
減
を
行
い
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
行
政
運
営
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

人
口
・
村
税
収
入
減
少

か
ら
、
地
方
交
付
税
へ

の
影
響
は
。

村
長　

国
が
地
方
交
付

税
を
減
額
す
る
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。

　

経
済
状
況
に
よ
る
国
税
の
増

減
が
地
方
交
付
税
総
額
に
影
響

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

宮
本
か
ら
月
岡
ま
で
の

新
し
い
道
路
計
画
の
、

概
要
と
竣
工
は
。

村
長　
「
村
道
伊
折
線
」

に
つ
い
て
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
有
事
に
備
え
た
姫
川

右
岸
の
集
落
を
結
ぶ
基
幹
道
路

と
し
て
平
成
24
年
か
ら
検
討
が

始
ま
っ
た
。
宮
本
踏
切
付
近
を

起
点
と
し
、
伊
折
集
落
（
南
沢

橋
付
近
）
の
既
設
村
道
ま
で
の

区
間
で
村
道
新
設
事
業
に
着
手

し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
か
ら
用
地
取
得
を

進
め
、
令
和
５
年
度
の
完
了
に

向
け
て
進
め
て
い
る
。

【
竣
工
開
通
時
期
は
計
画
の
変
更

で
調
整
中
】

一
般
質
問

10
年
後
の
人
口
・
世
帯

数
と
村
税
収
入
を
ど
う

見
て
い
る
か
。

村
長　

小
谷
村
第
６
次

総
合
計
画
か
ら
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

令
和
12
年
度
は

（
推
計
）

　

・
人
口�

２
、３
３
７
人

　

・
世
帯
数�
１
、０
２
１
世
帯

令
和
17
年
度
は

（
推
計
）

　

・
人
口�

２
、１
８
２
人

　

・
世
帯
数�

９
９
１
世
帯

令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で

　

・
人
口�

２
、６
８
０
人

　

・
世
帯
数�

１
、１
８
３
世
帯

10
年
後
の
人
口
・
世
帯
数
は

（
推
計
）

　

・
人
口�

３
４
３
人
減

　

・
世
帯
数�

１
６
２
世
帯
減

村
税
収
入
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
13
年
度

　

令
和
７
年
度
以
降
に
予
定
し

て
い
る
道
路
改
良
の
区
間
（
南

沢
橋
付
近
か
ら
月
岡
踏
切
付
近
）

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
工

事
内
容
等
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

１
日
で
も
早
い
全
線
開
通
に
取

り
組
む
。今

後
の
大
規
模
工
事
計

画
は
あ
る
の
か
。

村
長　

総
務
課
関
係

で
、
公
用
車
車
庫
の
建

設
。�

約
５
千
万
円

　

建
設
水
道
課
関
係
で
、
村
道

下
寺
光
明
線
の
小
谷
橋
の
補
修

工
事
。�

約
２
億
円

　

下
水
道
事
業
関
係
で
、
白
馬

乗
鞍
浄
化
セ
ン
タ
ー
老
朽
化
対

策
工
事
・
耐
震
化
工
事
。

�

約
３
億
円

問

問問

問

問

答

答

答

答答

問
答

大
規
模
工
事
に
つ
い
て

村税収入減少の影響を
　どうするか

経常・臨時的経費の削減
　コンパクトな行政運営

村
の
人
口
と
、
村
税
収

入
の
減
少
に
つ
い
て

深澤　英喜 議員
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建
設
水
道
課
長　

令
和

２
年
を
目
途
に
進
め
る

方
針
で
あ
っ
た
。

景
観
形
成
の
条
例
の
施

行
は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

建
設
水
道
課
長　

景
観

行
政
団
体
へ
の
移
行
の

手
続
き
を
し
、
一
部
施
行
か
ら

審
議
会
設
置
・
景
観
計
画
周
知

を
行
い
、
最
速
で
令
和
５
年
４

月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

東
山
観
光
へ
の
新
た
な

魅
力
発
信
に
つ
い
て
、

ま
た
東
山
各
地
の
懇
談
会
の
開

催
内
容
と
そ
れ
に
伴
う
観
光
事

業
内
容
を
伺
う
。

村
長　

冬
季
ば
か
り
の

観
光
で
な
く
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
の
小
谷
村
は
魅
力
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
低
山
帯
を
ゆ

っ
く
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
な
が

ら
素
晴
ら
し
い
風
景
を
堪
能
し

て
も
ら
え
る
。
年
代
を
超
え
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
観
光
に

な
れ
ば
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

村
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
整

え
る
こ
と
が
今
後
の
観
光
産
業

に
対
す
る
礎
の
一
つ
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

行
政
懇
談
会
は
土
谷
地
区
の

皆
様
と
行
い
な
が
ら
、
以
後
も

観
光
資
源
化
に
向
け
利
活
用
、

協
力
体
制
な
ど
話
し
合
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

東
山
の
現
状
に
つ
い
て

特
に
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
は
良
い
収
益
が
上
が
っ
て

い
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
造
成
が
で
き
る
と

こ
ろ
、
設
備
を
良
く
し
な
く
て

は
い
け
な
い
所
が
多
々
あ
る
。

地
区
の
方
と
話
し
合
い
を
し
な

い
と
前
に
進
ま
な
い
が
、
池
の

平
地
区
の
里
山
計
画
を
行
い
キ

ャ
ン
プ
場
を
造
成
す
る
案
は
ど

う
か
。
ま
た
、
こ
の
地
区
の
村

道
の
拡
幅
に
つ
い
て
も
伺
う
。

観
光
地
域
振
興
課
長

地
元
の
方
と
協
議
し

な
が
ら
前
向
き
に
進
め
て
い
き�

た
い
。

　

村
長　

地
元
の
皆
さ
ん
も
含

め
て
一
つ
に
な
っ
て
進
め
て
い

く
。
こ
れ
が
一
番
大
事
だ
。
力

を
入
れ
て
行
く
う
え
で
地
元
、

議
会
、
村
民
の
方
の
ご
理
解
に

よ
り
、
開
発
を
し
な
が
ら
お
客

様
を
迎
え
入
れ
た
い
。

雨
飾
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
造

成
が
で
き
る
と
思
う
が
伺
う
。

観
光
地
域
振
興
課
長

サ
イ
ト
料
の
他
各
種
レ

ン
タ
ル
料
で
収
益
を
上
げ
て
い

る
。
夏
季
に
マ
ッ
ク
ス
の
予
約

を
入
れ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

今
後
事
業
者
と
サ
イ
ト
数
を
増

や
す
の
か
検
討
し
た
い
。
今
後

は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
あ
り
高
級

な
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
り
す
る

の
で
精
査
し
て
事
業
者
と
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
た
い
。

小
谷
村
景
観
づ
く
り
に

つ
い
て

東
山
一
帯
の

�

観
光
に
つ
い
て

清水　秀雄 議員

国
土
交
通
省
か
ら
景
観

計
画
の
策
定
を
要
請
さ

れ
て
か
ら
、
い
ま
だ
に
計
画
書

が
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
が
進

捗
状
況
を
伺
う
。

村
長　

小
谷
村
は
「
主

要
な
観
光
地
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
平
成

30
年
12
月
に
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
令
和
２
年
以
降

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
り
懇
談
会
や

会
議
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か

し
７
月
以
降
は
、
い
た
だ
い
た

意
見
を
ま
と
め
景
観
計
画
素
案

作
成
に
着
手
し
た
。
令
和
３
年

度
に
は
景
観
計
画
検
討
委
員
会

を
設
置
し
計
画
素
案
の
修
正
を

経
て
令
和
４
年
８
月
に
計
画
の

素
案
が
固
ま
っ
た
。
今
後
は
県

と
の
協
議
を
進
め
本
年
12
月
に

は
、
議
会
へ
上
程
し
た
い
。

す
で
に
７
年
経
過
し
て

い
る
が
提
出
期
限
の
指

導
は
あ
っ
た
の
か
。

問問

問問

問

問

答

答答答

答

答

問小谷村景観づくりについて問
答県と協議をすすめ、本年12月に議会へ

　令和５年度には施行の予定

一
般
質
問
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種
多
様
な
取
組
み
は
理
解
願
い

た
い
。

寄
付
金
を
寄
せ
て
く
れ

た
方
の
地
域
別
件
数
、

人
気
の
返
礼
品
、
事
務
費
の
額

や
寄
付
金
総
額
、
使
途
な
ど
は
。

村
長　

令
和
３
年
度
に

お
い
て
、
東
京
都
１
、

９
４
５
件
、
神
奈
川
県
９
３
４

件
、
愛
知
県
８
６
７
件
、
大
阪

府
６
２
５
件
な
ど
県
内
か
ら
も

２
２
５
件
寄
せ
ら
れ
た
。
人
気

の
返
礼
品
は
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ

ズ
、
次
い
で
宿
泊
補
助
券
や

地
元
産
食
品
、
リ
フ
ト
券
な
ど

で
あ
る
。
寄
付
金
は
総
額
約

３
億
３
千
万
円
余
寄
せ
ら
れ
、

一
方
事
務
費
約
５
千
４
百
万

円
、
返
礼
品
の
調
達
な
ど

９
千
７
百
万
円
の
経
費
を
要
し

て
い
る
。
平
成
20
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
ま
で
の
寄
付
金
総

額
は
93
億
７
２
２
２
万
円
、
内

54
億
３
５
６
８
万
円
は
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
と
し
て
積
み
立
て

ら
れ
村
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な

し
て
い
る
か
。

村
長　
『
チ
ー
ム
小
谷
』

は
役
場
庁
内
に
と
ど
ま

ら
ず
村
内
の
様
々
な
組
織
や
立

場
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
た
中

で
考
え
て
い
る
。
時
間
は
か
か

る
が
形
は
出
来
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、『
係
長
会
議
』
は
定
期
的
に

ほ
ぼ
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
て
い
る
。
課
長
職
員
と
は
違

っ
た
視
点
で
の
行
政
感
覚
が
新

鮮
で
心
強
い
。

複
合
拠
点
施
設
の
宿

泊
部
門
の
活
用
に
つ

い
て
は
議
論
が
不
十
分
と
思
わ�

れ
る
。「
人
が
集
ま
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
の
本
年
度
の
取

組
み
は
評
価
す
る
が
、
施
設
全

体
を
考
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど

う
か
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

宿
泊
部
門
の
活
用
は
課

題
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
と
も
議

論
し
、
様
々
な
利
用
を
試
み
て

い
る
。
農
福
連
携
事
業
な
ど
関

係
者
の
宿
泊
や
企
業
研
修
で
の

利
用
も
試
み
て
い
る
。
村
民
に

お
い
て
も
非
常
時
の
対
応
と
し

て
利
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
多

令
和
３
年
度
の
決
算
を

結
び
、
村
長
自
身
は

年
度
当
初
に
掲
げ
た
事
業
の
進

捗
、
施
策
の
具
現
化
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

村
長　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど

の
厳
し
い
村
政
運
営
の

な
か
で
庁
内
組
織
改
革
、
第
６

次
総
合
計
画
、
デ
ジ
タ
ル
環
境

設
備
、
観
光
振
興
な
ど
等
を
基

本
方
針
と
し
て
推
進
し
た
。
一

部
事
業
に
議
論
不
足
の
経
過
が

あ
り
、
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
複
合
拠

点
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
運

営
法
人
が
撤
退
す
る
事
態
と
な

り
、
極
め
て
重
い
課
題
が
課
せ

ら
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

見
直
し
や
再
検
討
中
の
事
業

を
含
め
、
職
員
の
士
気
が
高
く

努
力
し
た
結
果
と
受
け
止
め
て

い
る
。

一
定
の
成
果
は
認
め
る

が
村
長
肝
入
り
の
『
チ

ー
ム
小
谷
』
の
組
織
運
営
や
庁

内
で
の
『
係
長
会
議
』
は
機
能

一
般
質
問

財
源
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま

で
村
営
住
宅
整
備
、
ス
キ
ー
場

緊
急
対
策
、
複
合
拠
点
施
設
整

備
な
ど
等
、
基
金
を
活
用
し
多

く
の
事
業
が
実
施
で
き
た
。
今

後
も
制
度
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
。

村
内
姫
川
本
、
支
流
で

の
小
水
力
発
電
計
画
へ

の
村
の
関
り
と
計
画
の
現
状
は
。

村
長　

法
令
面
で
は
河

川
法
を
は
じ
め
開
発
事

業
に
対
す
る
協
議
な
ど
予
定
地

の
状
況
に
よ
り
様
々
な
手
続
き

が
必
要
と
な
り
、
地
域
へ
の
説

明
、
防
災
の
面
で
の
対
策
、
積

極
的
に
指
導
や
助
言
を
行
う
。

現
在
調
査
中
の
も
の
も
あ
る
と

聞
く
が
、
土
沢
川
の
㈱
グ
リ
ー

ン
電
力
、
土
谷
川
で
は
県
企
業

局
が
計
画
中
で
あ
る
。
事
業
化

に
は
地
域
の
理
解
、
採
算
性
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、
生
ま
れ
た

電
力
が
村
内
で
消
費
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
実
現
で
き
る
働
き
か

け
を
行
い
、
適
切
に
対
応
す
る
。

問 問

問

問

答

答答

答

問答 村
内
で
の
小
水
力
発
電

計
画
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の

�

決
算
に
つ
い
て

問令和３年度の事業や施策は
　目標どおり実現できたか

答職員と一体となって努力した
　複合拠点施設の件は大きな課題だ

相澤　稔 議員
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一
般
質
問

横澤　匠 議員

大
学
や
専
門
学
校
等
に

に
つ
い
て
、
入
学
時
に

必
要
と
な
る
費
用
は
多
額
で
あ

る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
、
月
々

受
け
ら
れ
る
貸
与
に
加
え
て
年

度
初
め
（
４
月
）
に
ま
と
ま
っ

た
金
額
が
貸
与
で
き
る
、
例
え

ば
「
入
学
準
備
金
」
と
い
う
よ

う
な
方
法
も
加
え
て
、
ど
ち
ら

か
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
制
度

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

奨
学
金
は
、

学
校
に
通
う
本
人
が
債

務
者
と
な
り
、
借
入
れ
と
返
済

を
行
う
性
質
の
も
の
だ
。

　

基
金
か
ら
の
貸
し
付
け
を
行

い
返
済
が
伴
う
以
上
、
誰
に
で

も
い
く
ら
で
も
、
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。

　

本
人
が
申
請
す
る
に
あ
た
り
、

入
学
後
に
所
属
学
校
長
の
推
薦

を
受
け
る
こ
と
を
要
件
と
し
て

い
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
独
立
行
政
法

人
日
本
学
生
支
援
機
構
で
、
入

学
時
特
別
増
額
貸
与
の
制
度
は

あ
る
が
、
有
利
子
で
あ
り
、
入

学
前
の
支
給
は
不
可
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

基
金
か
ら
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
こ
と
か
ら
、
一
時
金
の
よ

う
な
扱
い
の
性
質
で
な
い
と
考

え
て
い
る
。

現
在
の
奨
学
金
制
度
の

利
用
人
数
が
少
な
い
と

捉
え
る
が
、
利
用
方
法
を
見
直

す
こ
と
で
改
善
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。教

育
長　

今
後
、
村
と

し
て
も
、
奨
学
金
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
研
究

し
て
い
く
。

で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
２
本
立
て

で
の
支
援
に
つ
い
て
言
及
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
村
が

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
し
て

い
く
姿
勢
は
強
く
持
っ
て
い
る
。

今
後
の
教
育
会
議
等
で
の
知�

見
を
踏
ま
え
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

村
の
高
校
生
も
年
々
、

減
少
傾
向
で
あ
り
、
少

子
化
が
進
む
中
、
こ
の
新
し
い

支
援
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
が
し
や
す
く
暮
ら

し
や
す
い
村
に
な
る
の
で
な
い

か
。
ま
た
、
制
度
の
新
設
は
で

き
な
い
か
。

教
育
長　

他
の
自
治
体

で
も
高
校
生
に
対
し
て

通
学
定
期
券
の
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
二
分
の
一
の
補
助
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

へ
通
学
す
る
場
合
に
か
か
る
費

用
は
変
わ
っ
て
く
る
。
村
と
し

て
は
、
公
平
性
と
い
う
観
点
か

ら
、
現
在
実
施
し
て
い
る
助
成

金
制
度
で
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
通
学
す
る
高
校
生

に
対
し
通
学
定
期
購
入
費
補
助

制
度
を
新
た
に
設
置
し
、
現
在

実
施
し
て
い
る
、
高
等
学
校
等

子
育
て
応
援
助
成
金
制
度
と
２

本
立
て
で
、
継
続
し
て
実
施
で

き
な
い
の
か
。

村
長　

現
在
、
村
で

実
施
し
て
い
る
「
高
等

学
校
等
子
育
て
応
援
助
成
金
制

度
」
３
０
、０
０
０
円
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
公
立
私
立
を
含
め

た
村
内
す
べ
て
の
高
校
生
に
対

し
て
補
助
金
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

義
務
教
育
課
程
が
終
了
と
な

る
高
校
生
に
お
い
て
は
、
自
身

の
望
む
高
校
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
と
、
自
宅
か
ら
の
通
学
範

囲
を
超
え
た
地
域
へ
の
就
学
と

な
る
場
合
も
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

通
学
定
期
券
な
ど
を
公
平
な
観

点
か
ら
支
援
す
る
に
は
、
十
分

な
知
見
と
村
民
の
理
解
が
必
要

問

問

問

問

答

答

答

答

高
校
生
通
学
定
期
券
購

入
補
助
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
の
利
用
方

法
に
つ
い
て

問高校生通学定期補助は

支援するとは言及できない答

通学には欠かせないＪＲ大糸線
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今
後
の
参
考
に
す
る
。

村
直
営
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

「
前
運
営
事
業
者
が
１
年
で
撤

退
に
至
っ
た
」
経
緯
説
明
と
検

証
を
充
分
さ
れ
た
か
。

村
長　

地
方
創
生
に
基

づ
く
事
業
目
的
に
つ
い

い
て
、
住
民
理
解
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
。

　

契
約
者
側
の
事
業
縮
小
の
意

向
も
あ
り
、
村
は
契
約
継
続
を

断
念
し
た
。

拠
点
施
設
か
ら
広
げ
る

「
仕
事
づ
く
り
」
の
展

望
は
。

村
長　

農
福
連
携
事
業

が
始
動
し
て
い
る
。
障

が
い
者
施
設
・
就
労
セ
ン
タ
ー
・

農
家
と
の
共
同
作
業
・「
仕
事
広

場
」
の
取
り
組
み
な
ど
で
可
能

性
を
広
げ
る
。

宿
泊
エ
リ
ア
運
営
の
現

状
と
今
後
は
。

村
長　

15
部
屋
を
準

備
し
た
。
冬
期
間
や

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
な
ど
で
短
期

県
下
で
は
無
償
化
、
一

部
支
援
が
広
が
っ
て
い

る
。
国
、
県
の
補
助
を
求
め
さ

ら
に
村
独
自
の
支
援
拡
大
を
。

教
育
長　

単
価
の
値

上
が
り
分
を
補
助
し
て

い
る
。
自
分
た
ち
の
子
供
の
食

事
代
を
負
担
を
す
る
こ
と
で
保�

護
者
に
子
育
て
参
画
を
し
て
も

ら
う
。

大
北
４
町
村
の
学
校
納

入
費
に
差
が
あ
る
。
自

治
体
の
給
食
費
支
援
額
が
大
き

な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
長　

無
償
化
に
つ

い
て
は
村
長
や
教
育
委

員
会
の
考
え
方
次
第
で
自
治
体

間
の
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
だ
。

「
子
供
の
学
習
費
調
査
」

比
較
、
統
計
か
ら
み
て
、

地
域
差
が
あ
る
の
は
問
題
だ
。

統
計
結
果
を
ど
う
生
か
す
の
か

を
伺
う
。教

育
長　

学
校
活
動

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は
各

学
校
活
動
に
よ
っ
て
差
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。
統
計
資
料
は

利
用
は
あ
る
が
稼
働
率
は
悪
い

状
況
。
利
用
促
進
で
、
企
業
研

修
・
農
福
連
携
事
業
・
農
林
業

検
証
事
業
な
ど
実
証
的
に
運
用

す
る
。

　

実
施
の
調
整
に
時
間
が
必
要

だ
。「
村
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
を

大
事
に
し
、
幅
広
く
宿
泊
を
加

味
し
た
運
営
に
す
る
。

国
が
推
進
し
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
に
つ
い
て
村
の
受

け
止
め
方
を
伺
う
。

村
長　

受
診
の
際
の
事

務
処
理
の
軽
減
、
医
療

機
関
の
健
康
管
理
、
薬
剤
情
報

も
閲
覧
可
能
と
な
り
、
住
民
の

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
固
定
的
な
村
の
姿
勢

だ
が
、
取
得
は
あ
く
ま
で
任
意
。

国
は
、
普
及
率
を
自
治
体
の
地

方
交
付
税
に
反
映
す
る
と
か
、

税
金
使
用
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
け

る
な
ど
、
今
の
動
き
に
は
違
和

感
が
あ
る
が
ど
う
か
。

村
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を

総
務
省
が
進
め
て
い
る
の
で
違

和
感
は
な
い
。

医
療
情
報
は
究
極
の
個

人
情
報
だ
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
が
万
全
で
な
く
個
人

情
報
の
漏
え
い
が
相
次
ぐ
中
、

導
入
あ
り
き
で
村
が
積
極
的
に

促
進
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
。

村
長　

デ
ジ
タ
ル
弱
者

を
少
な
く
し
「
さ
り
げ

な
く
デ
ジ
タ
ル
な
小
谷
村
」
を

推
進
し
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え

普
及
活
動
を
す
る
。

問

問問問

問問

問

問問

答答答

答答答

答答 答

「
複
合
拠
点
施
設
」
展
望
は

「
マ
イ
ナ
保
険
証
シ
ス

テ
ム
」
の
問
題
点

問
答収穫量、農家の生業などの課題は�

あるが、「学校食材の分だけでも」
曽根原恵子 議員

「学校給食から広がる
　有機農法の可能性」は

学
校
給
食
の
無
償
化

一
般
質
問

村民フォーラム「おたりつぐら」にて
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一
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質
問

下
な
ど
か
ら
年
々
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
村
道
の
管
理
が
少

な
い
集
落
も
あ
り
集
落
間
の
格
差

が
生
じ
て
い
る
。
草
刈
り
補
助
を

し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
の
で
、

燃
料
代
・
草
刈
り
機
の
損
料
な
ど

の
実
費
分
を
補
助
金
と
し
て
支
出

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

村
長　

村
民
の
皆
様
に

は
道
路
の
維
持
管
理
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

集
落
間
の
格
差
が
生
じ
不
公
平
感

が
否
め
な
い
。
不
公
平
感
を
解
消

し
、
末
永
く
地
区
や
住
民
の
皆
様

に
道
路
環
境
の
保
全
を
続
け
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
何
ら
か
の
支

援
策
の
検
討
を
進
め
る
。

森
林
贈
与
税
に
つ
い
て
、

普
及
啓
発
→
人
材
育
成

→
森
林
資
源
活
用
→
森
林
整
備

の
順
で
活
用
を
提
案
す
る
が
考
え

を
伺
う
。村

長　

提
案
は
重
要
な

意
見
と
考
え
る
。
順
番

は
そ
の
都
度
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

る
と
考
え
、
今
年
度
は
小
学
校
周

辺
の
森
林
整
備
を
進
め
る
。
担
い

手
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
と
考

え
、
村
を
育
成
の
場
所
と
し
て
の

提
供
を
議
論
し
た
経
過
か
ら
、
県

の
指
導
を
頂
き
可
能
な
事
業
を
進

め
る
方
策
を
考
え
て
い
く
。

小
学
校
の
卒
業
記
念
オ

ル
ゴ
ー
ル
、
樹
液
採
取
・

キ
ハ
ダ
の
皮
剥
ぎ
体
験
を
行
っ
て

い
た
が
今
は
し
て
い
な
い
。
再
度
、

学
校
の
取
り
組
み
に
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。教

育
長　

地
域
を
学
ぶ

こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。
学
校
を
含
め
た
学
校
園
運

営
委
員
会
で
検
討
し
取
り
入
れ
る

柴田　友造 議員

よ
う
進
め
る
。

�

令
和
３
年
度
新
規
事
業

と
し
て
サ
ン
テ
イ
ン
お
た

り
に
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
設
置
予
算

５
千
万
円
を
計
上
し
た
も
の
の

６
月
定
例
会
で
予
算
を
削
っ
た
理�

由
は
。

村
長　

担
当
課
で
当
初

計
画
に
不
十
分
の
意
見

が
あ
り
、
設
置
場
所
、
管
理
、
将
来

の
運
用
の
問
題
な
ど
、考
え
る
課
題

が
多
く
事
業
実
施
を
見
送
っ
た
。

他
地
域
の
ボ
イ
ラ
ー
の
状

況
を
調
べ
た
中
で
予
算
計

上
し
た
５
千
万
円
の
事
業
費
で
設

置
で
き
た
の
か
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

チ
ッ
プ
・
生
チ
ッ
プ
・
薪

を
利
用
し
た
様
々
な
ボ
イ
ラ
ー
が

あ
り
今
回
参
考
に
な
っ
た
。
冬
期

等
の
こ
と
を
考
え
る
と
計
画
に
無

い
チ
ッ
プ
を
保
管
す
る
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
１
億
円
程

度
に
な
る
た
め
事
業
を
中
止
し
た
。

ボ
イ
ラ
ー
設
置
の
説
明

資
料
の
少
な
さ
に
疑
問
が

あ
る
。
チ
ッ
プ
材
料
の
調
達
を
村

が
造
林
し
た
大
網
造
林
地
を
含

め
た
村
有
林
と
な
っ
て
い
る
が
、関

係
者
と
話
を
し
た
の
か
。

教
育
長
（
当
時
担
当
課

長
）　

計
画
案
で
の
設
置

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、詰
め
が
甘
か
っ
た
。

チ
ッ
プ
材
料
を
村
内
か
ら
調
達
す

る
年
度
ま
で
計
画
の
時
点
で
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
。

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
内
容

に
つ
い
て
村
長
自
ら
チ
ェ

ッ
ク
し
た
の
か
。

村
長　

私
が
チ
ェッ
ク
す

る
項
目
で
欠
け
て
い
る
点

や
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
あ
た
る

と
し
た
ら
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

村
道
等
の
路
面
の
清
掃

や
草
刈
り
は
、
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
よ
り
地
域
力
の
低

問問

問

答答

答答

問問 答 答

答

問問

道
路
の
景
観
及
び
通
行
の
安
全

確
保
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ

る
森
づ
く
り
と
森
林
資

源
の
活
用
に
つ
い
て

樹液採取

村道大峯線の道普請

問
答何らかの支援が必要と考え、

　支援策を検討する

村道等の道普請に対する
　補助金の支援を
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し
く
加
速
中
。
村
で
は
次
の
項

目
を
進
め
な
が
ら
対
応
中
。

・
木
材
販
売
促
進
、
売
る
な
ら
今

が
良
い
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
意

見
集
約
。

・
地
域
や
ま
と
ま
っ
た
団
地
で
販

売
目
的
の
森
林
整
備
の
促
進
。

・
不
要
木
伐
採
と
景
観
向
上
の

維
持
と
し
て
、
観
光
地
周
辺
の

緩
衝
体
整
備
事
業
の
実
施
。

　

今
後
の
計
画
は
、
村
の
材
木
の

利
用
を
検
討
し
た
い
。

　

②
山
菜
、
き
の
こ
の
保
全
、
特

用
林
産
物
採
取
の
た
め
の
土
地

所
有
者
と
の
利
用
調
整
は
、
一
番

の
課
題
は
人
材
不
足
。
高
齢
化

や
離
村
等
で
か
つ
て
の
き
の
こ
や

キ
ハ
ダ
、
山
ぶ
ど
う
、
サ
ル
ナ
シ

栽
培
な
ど
の
尽
力
者
の
減
少
が

目
立
つ
。

　

③
林
道
の
維
持
整
備
は
、
国

の
地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付

金
で
村
道
と
も
一
体
的
に
整
備

中
。
現
計
画
は
林
道
大
池
線
、

林
道
姫
川
妙
高
線
で
令
和
２
～

６
年
度
で
改
良
工
事
中
。

　

⑶
畜
産
業
は
小
谷
野
豚
の
振

興
で
、
安
定
価
格
の
確
保
、
村

内
で
の
需
要
拡
大
、
加
工
品
開

　

②
そ
ば
生
産
振
興
は
従
来
か

ら
産
地
づ
く
り
交
付
金
（
水
稲

に
変
わ
る
土
地
利
用
型
作
物
）

活
用
し
、
村
で
計
画
樹
立
、
国

の
認
可
を
受
け
て
そ
ば
の
生
産
、

出
荷
に
努
め
て
い
る
。

　

③
雪
中
埋
蔵
商
品
の
研
究
は

雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
が
村
内
に
普
及
さ

れ
、
今
年
度
は
１
・
５
ha
の
栽
培

計
画
。
雪
を
利
用
し
、
付
加
価

値
を
生
み
出
す
農
産
物
は
ヒ
ッ
ト

商
品
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
が
推
奨
す

る
雪
中
ニ
ン
ジ
ン
も
こ
の
支
援
の

対
象
。
雪
の
利
活
用
は
雪
国
当

村
の
テ
ー
マ
。
雪
中
埋
蔵
酒
も
従

来
か
ら
行
い
、
将
来
的
に
雪
室
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
も
考
え
た
い
。

　

⑵
林
業
に
つ
い
て

　

①
適
切
な
間
伐
等
、
景
観
保

全
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入
の
現

段
階
の
状
況
等
は
森
林
環
境
贈

与
税
の
導
入
、
森
林
管
理
経
営

制
度
の
施
行
、
ま
た
、
ウ
ッ
ド
シ

ョッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
の
高
騰
、

さ
ら
に
森
林
の
持
つ
機
能
を
活
か

し
、
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組

な
ど
、
昨
今
で
は
森
林
と
環
境

の
合
わ
せ
持
つ
事
業
の
展
開
が
著

吉岡　久人 議員

最
新
の
デ
ー
タ
は
。
５
・

10
年
後
の
推
測
は
。

村
長　

平
成
27
年
の
一

次
産
業
従
事
者
１
７
０

人
、
令
和
２
年
は
１
４
３
人
。

同
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査

で
、
農
業
経
営
体
数
１
１
４
。

経
営
耕
地
面
積
１
１
５
ha
。（
田

97�

ha
、
畑
18�

ha
）、
森
林
面
積

２
３
、６
５
８
ha
。
推
測
は
全
国

的
人
口
減
か
ら
、
農
林
業
家
も

減
少
と
考
え
ら
れ
る
。
耕
地
面

積
は
転
用
や
開
発
が
な
い
限
り
、

さ
ほ
ど
変
化
は
な
い
が
、
作
付

面
積
の
減
少
は
想
定
で
き
る
。

森
林
面
積
も
大
幅
増
減
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

村
６
次
総
合
計
画
で
特

色
あ
る
地
場
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
の
各
具
体
的
施
策
は
。

村
長　

⑴
農
業
に
つ
い

て

　

①
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積

補
助
等
は
国
の
施
策
で
、
活
動
・

交
渉
な
ど
の
ソ
フ
ト
的
な
経
費
、

農
業
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う

な
ハ
ー
ド
的
な
経
費
を
自
治
体

や
集
落
な
ど
へ
交
付
す
る
事
業

で
、国
や
県
の
政
策
で
支
援
す
る
。

発
に
取
組
中
。

　

⑷
鳥
獣
対
策
・
電
柵
補
助
に

つ
い
て
は
継
続
中
。

経
年
劣
化
し
た
バ
ッ
テ

リ
ー
の
補
助
は
あ
る
か
。

ま
た
、
道
の
駅
等
の
山
菜
き
の
こ

等
出
荷
時
の
手
数
料
等
は
村
内

者
は
担
い
手
育
成
の
た
め
安
く

な
ら
な
い
か
。

観
光
地
域
振
興
課
長

バ
ッ
テ
リ
ー
補
助
は
３
年

度
13
件
あ
り
、
ま
た
、
手
数
料

は
生
産
者
が
店
に
販
売
を
お
願

い
し
て
い
る
観
点
か
ら
「
販
売
委

託
料
」
と
考
え
、
村
で
は
17
％

と
取
り
決
め
た
経
過
あ
り
。
違

っ
た
形
で
農
家
支
援
を
協
議
し�

た
い
。

問問

問

答答

答

問今後の村の農林業は

答担い手農家の減少、
　育成が課題

人家近くの遊休農地をキャベツ畑に
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子
ど
も
の
声
に
誘
わ
れ
て
庁

舎
の
窓
か
ら
中
庭
を
の
ぞ
く
と
、

ミ
ニ
プ
ー
ル
で
水
遊
び
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
催
日
で

し
た
。「
よ
く
遊
ん
だ
ね
」
と
に

っ
こ
り
す
る
お
母
さ
ん
。「
遊
び

か
ら
学
ぶ
」
子
ど
も
の
姿
や
親

の
思
い
か
ら
、
教
育
支
援
の
重

要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
子
ど
も
の
未
来
に
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
る
地
球
環
境
問
題
。

　

イ
ン
ド
北
部
の
水
不
足
や
氷

河
の
異
変
、
日
本
各
地
で
多
発

す
る
豪
雨
災
害
、
気
候
変
動
に

よ
る
影
響
は
目
に
見
え
る
形
と

な
っ
て
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
事
柄
か
ら
世
界
に
、

広
い
視
野
で
み
な
さ
ん
と
共

有
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

表
紙
も
記
事
も
や
さ
し
く
温

か
い
紙
面
に
。
感
想
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
方
、
応
援
に
感
謝

し
「
進
化
」
に
役
立
て
ま
す
。�

�

（
記　

曽
根
原
恵
子
）

　
「
北
ア
ル
プ
ス
の
見
え
る
と

こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
」
そ
ん
な

夫
の
願
い
で
２
０
０
７
年
春
、�

小
谷
に
移
住
し
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
15
年
、
夫
は
６
年
前
に
亡

く
な
り
、
今
は
一
人
暮
ら
し
で

す
。

　

そ
ん
な
私
を
支
え
て
い
る
の

は
、
多
く
の
仲
間
と
の
交
流
で

す
。
近
所
の
仲
間
と
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
の
何
気
な
い
会
話
が

楽
し
み
で
す
。
小
谷
に
来
て
か

ら
始
め
た
畑
仕
事
、
米
づ
く
り

の
手
伝
い
、Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
、

絵
手
紙
、
短
歌
、
小
谷
民
謡
、

毎
月
の
活
動
が
日
々
の

暮
ら
し
の
励
み
に
な
り

ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

　

県
外
に
住
む
子
供
や

孫
た
ち
も
小
谷
に
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
し

ば
ら
く
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
夏
は
全
員
が
小
谷
に
来
て
、

私
が
育
て
た
野
菜
を
喜
ん
で
食

べ
て
く
れ
ま
し
た
。
冬
に
も
ま

た
来
る
そ
う
で
す
。

　

雪
の
中
で
の
暮
ら
し
は
厳
し

い
で
す
が
、
近
所
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
い
た
だ
い
て
、
何
と
か

乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
村
の
文
化
財
保

護
委
員
と
い
う
役
を
お
引
き
受

け
し
ま
し
た
。
小
谷
の
豊
か
な

自
然
や
文
化
遺
産
な
ど
か
ら
、

私
の
ま
だ
知
ら
な
い
村
の
魅
力

を
発
見
し
て
、
少
し
で
も
お
役

に
た
て
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

敗
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、

役
場
庭
に
あ
る
オ
タ
リ
ー
市
（
英

国
）
と
の
「
友
好
の
鐘
」
を
「
平

和
の
鐘
」と
し
て
鳴
ら
し
ま
し
た
。

「
核
の
な
い
世
界
」
を
願
っ
て
。

音
色
は
力
強
く
澄
ん
で
い
ま
し

た
。
昨
年
は
、
白
馬
の
貞
麟
寺

で
鐘
を
撞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
貞
麟
寺
の
ご
住
職
は
毎
年
、

原
爆
忌
と
敗
戦
記
念
日
に
は
鐘

を
撞
い
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

白
馬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
に

り
っ
ぱ
な
鐘
が
あ
り
ま
す
。
小
谷

に
も
「
友
好
の
鐘
」
が
存
在
す

る
こ
と
に
気
づ
き
、「
平
和
の
鐘
」

を
響
か
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

は
終
わ
る
気
配
が
な

く
、
日
本
の
与
党
の
中

か
ら
『
核
武
装
』
の

声
が
聞
こ
え
て
き
て
い

ま
す
。
日
本
は
先
の
第

二
次
大
戦
の
反
省
か

ら
、
平
和
憲
法
９
条
で
、
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
と
世
界
に
約

束
し
戦
争
と
武
器
を
放
棄
し
ま

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
は
、

日
本
の
立
場
を
尊
重
し
て
武
器

の
支
援
を
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
谷
村
は
半
世
紀
前
「
非
核

宣
言
」
を
し
、
大
き
な
看
板
を

庁
舎
前
に
掲
げ
ま
し
た
。
今
そ

の
看
板
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た

が
、
精
神
は
今
で
も
村
民
の
心

の
中
で
生
き
て
い
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
友
好
の
鐘
」
は
未
来
に
引
き

継
が
れ
、
澄
ん
だ
響
き
で
村
民

を
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
サ
ビ

が
来
な
い
よ
う
時
々
鳴
ら
し
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と

友好と平和を願って

「
絵
手
紙
」
作
品

平
和
の
鐘

村
内
80
代
女
性

小
谷
に
暮
ら
し
て

佐
鹿
　
ま
ち
代

　
【
訂
正
と
お
詫
び
】　　

第
１
２
７
号　

選
挙
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
澤
学　

経
歴
３
期
を
２
期
に
訂
正


